
 

 



～講評～ 

大問数は例年通り８問。出題形式に関しても、マーク式と記述式の併用という形に変更は無かった。大問１と大問４に

１問ずつ増減があったが，全設問数は同じである。過去問を使用して出題傾向を十分に研究してきた受験生にとっては、

事前に計画していた戦術通りに落ち着いて取り組める出題であったと言える。合格のために必要と考えられる得点は 70 

点前後。  

 

大問１ 標準的な長文読解問題。 “campanology”という見慣れない語がテーマの文章だが、すぐに文脈から自ずと判断で

きる。ほとんどの設問が、検討すべき段落を指示してくれているので、比較的解きやすい問題である。  

大問２ 標準的な文法問題。 一部難解な問題も含まれているが、できるだけ高得点をキープしたい。品詞の区別、主語と

動詞の呼応は必ず問われる問題である。 

大問３ やや難解な語彙に関する問題。 見慣れない単語・熟語が出題されていて、戸惑った受験生も多かったかもしれな

い。分からない場合は、与えられた英文から推測したいところ。  

大問４ 会話文の問題。 問題文が若干長めだが、必要以上に時間をかけずにスピーディに処理したい。どういう状況下で

の会話なのかを想像しながら取り組みたい。  

大問５ 平易な文整序問題。選択肢が限られているため時間もさほど取られまい。代名詞、特に直前文にヒントのある this 

/ these＋名詞がカギになることがある。 

大問６ 図表を用いた標準的な空所補充問題。 先にグラフを見てから取り組めば、難なく正解を導けると考えられる。  

大問７ 標準的な下線部和訳問題。大事なのは、『満点を狙う必要はない』という心構えだと思う。 

下線部（１）書き出しの副詞節は補語を先頭にした倒置である。 

下線部（２）この文も倒置である。また Not only に続く but の代わりにコンマを使っている。pranks という単

語は後述の文から推測が可能である。 

大問８ やや難解な下線部英訳問題。 和文英訳（英作文）で最も大切なのは、日本語の表現を逐語的に英訳しようとする

のではなく、文法的ミスの少ない平易な表現で無難にまとめあげることである。ここでもまた、『満点を狙う必要は

ない』と考えたい。 

 


